
［１］　平成 27年３月 14日	 東京聖栄大学後援会会報	 第 57号

　
東
京
聖
栄
大
学

　
　
後
援
会
会
報

編集発行
東京聖栄大学
後　援　会

平
成
二
十
六
年
度
保
護
者
会
報
告

　

保
護
者
会（
後
援
会
・
大
学
共
催
）

が
平
成
二
十
六
年
十
月
四
日
（
土
）、

七
十
名
の
保
護
者
参
加
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
村
本
光
方
一
後
援

会
長
、
阿
左
美
章
治
学
部
長
の
挨
拶

の
の
ち「
各
学
科
の
現
状
と
課
題（
報

告
）」
と
題
し
て
田
所
忠
弘
管
理
栄

養
学
科
長
、
丸
井
正
樹
食
品
学
科
長

よ
り
夫
々
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
学
科
・
学
年
別
の
懇
談
会

が
ク
ラ
ス
担
任
を
中
心
に
実
施
さ

れ
、
履
修
や
就
職
活
動
、
国
家
試
験
、

家
庭
で
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
参
加

者
全
員
で
の
懇
談
な
ら
び
に
個
別
形

式
に
よ
る
面
談
が
あ
り
、
担
任
と
保

護
者
間
で
情
報
提
供
が
な
さ
れ
、
有

意
義
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
教
科
担
当
者
や
研
究
室

指
導
教
員
な
ど
を
交
え
た
情
報
交
換

会
（
希

望
者
の

み
）が
、

和
や
か

な
雰
囲

気
の
な

か
行
わ

れ
ま
し

た
。

保
護
者
会
に
参
加
し
て

１
Ｎ
Ｂ　

西
村　

啓
子

　

管
理
栄
養
士
に
な
り
た
い
娘
は
、

自
宅
か
ら
二
時
間
か
け
て
通
学
し
て

い
ま
す
。
毎
日
、驚
き
と
う
れ
し
さ
、

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
で
帰
っ
て
く
る
娘

の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
東
京
聖
栄
大

学
に
入
学
で
き
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

入
学
し
て
半
年
が
経
ち
、
大
学
生

活
を
満
喫
し
て
い
る
娘
を
よ
そ
に
こ

れ
か
ら
先
の
事
を
少
し
考
え
始
め
て

い
た
時
、
大
学
か
ら
保
護
者
会
の
案

内
を
頂
き
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
体
会
と
学
科
・
学
年
別
懇
談
会

で
は
、
二
〇
一
六
年
卒
業
生
か
ら
変

更
さ
れ
る
就
職
活
動
の
話
、
来
春
に

卒
業
す
る
学
生
の
就
職
状
況
の
話
、

今
年
度
か
ら
開
始
し
た
栄
養
教
諭
の

話
、
授
業
中
の
様
子
や
前
期
の
成
績

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ど
の
話
か
ら
も
先
生

方
の
熱
意
が
伝
わ
り
、
懇
切
丁
寧
な

説
明
に
東
京
聖
栄
大
学
が
と
て
も
身

近
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
保
護
者
の
方
か
ら
も
具
体
的
な
話

を
聞
く
事
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
大
学
の
先
生
方
や

保
護
者
の
方
と
歓
談
し
、
参
加
し
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

保護者会

会
長
挨
拶

か
り
踏
み
出
し
、
思
う
存
分
に
自
身

の
力
を
発
揮
し
て
い
っ
て
下
さ
い
。

東
京
聖
栄
大
学
の
教
職
員
の
皆
様
、

後
援
会
の
皆
様
、
ま
た
ご
家
族
の
皆

様
が
、
皆
で
応
援
し
て
い
ま
す
。
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
東
京
聖
栄

大
学
の
教
職
員
な
ら
び
に
関
係
者
の

皆
様
に
は
い
つ
も
学
生
へ
の
熱
心
な

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
の
東
京
聖
栄
大
学
と
卒
業
生

の
皆
様
、
又
、
後
援
会
の
皆
様
方
の

益
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら
祈
念
し
、

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

春
三
月
、
後
援
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
事
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。日
頃
よ
り
、

後
援
会
へ
の
皆
様
の
ご
協
力
、
大
変

感
謝
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
卒
業
さ
れ
ま
す
我

が
東
京
聖
栄
大
学
第
七
期
の
健
康
栄

養
学
部
管
理
栄
養
学
科
・
食
品
学
科

の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ま
た
、
卒
業
さ
れ
る
ご
子
息
、
ご

息
女
様
を
い
つ
も
見
守
り
支
え
て
下

さ
っ
た
ご
家
族
の
皆
様
、
大
変
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

卒
業
さ
れ
る
皆
様
は
、
こ
の
四
年

間
で
培
っ
た
、「
食
」
と
「
栄
養
」

の
『
プ
ロ
』
と
し
て
、
新
た
な
道
に

挑
戦
す
る
事
と
な
り
ま
す
。
期
待
と

不
安
で
一
杯
の
気
持
ち
の
中
、
新
社

会
人
の
一
員
と
し
て
第
一
歩
を
し
っ

　

同
好
会
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」

は
、
平
成
二
十
四
年
に
設
立
さ
れ
、

主
に
日
本
赤
十
字
社
の
血
液
事
業
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
は
秋
葉
原
の
献
血
ル
ー
ム
で

の
献
血
者
の
呼
び
か
け
や
献
血
ル
ー

ム
内
で
の
案
内
等
の
他
、
長
期
休
暇

期
間
に
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
前
で
の
献

血
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
学
の
特
色
を
活
か
し
、
貧

血
で
献
血
を
で
き
な
い
人
の
た
め

の
「
食
事
レ
シ
ピ
」
を
考
え
、
配
布

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
年
々
活
動

規
模
も
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
今
後

益
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲▼新小岩駅での献血ボランティア

◆
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
活
躍
◆

後
援
会
会
長　
　
　
　
　
　

村
本　

光
方
一
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現
在
四
年
次
生
は
管
理
栄
養
士
国

家
試
験
合
格
を
目
指
し
メ
ガ
ダ
ッ

シ
ュ
中
で
あ
り
ま
す
。
全
国
レ
ベ
ル
で

は
、
も
し
か
し
て
ギ
ガ
ダ
ッ
シ
ュ
を
駆

け
て
い
る
人
も
多
く
い
る
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
横
並
び
一
線
と
な
る

よ
う
メ
ガ
か
ら
ギ
ガ
へ
の
ギ
ヤ
チ
ェ

ン
ジ
と
頑
張
り
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
来
、
健
康
と
食
品
を

巡
る
多
く
の
話
題
が
世
間
を
賑
わ
か

せ
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、
安
心
、
安

全
の
上
に
美
味
し
く
、
か
つ
健
康
保
持

に
満
足
の
ゆ
く
も
の
を
一
般
の
方
に

ど
う
提
供
す
る
の
か
、
実
践
的
な
食
の

専
門
家
と
し
て
の
知
識
や
技
術
・
技

能
な
ど
が
社
会
か
ら
一
層
問
わ
れ
る

こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の

点
に
関
し
て
管
理
栄
養
学
科
教
員
は
、

栄
養
教
諭
の
資
格
取
得
に
向
け
た
小

学
校
で
の
教
育
実
習
を
始
め
、
実
験
や

実
習
、
特
に
臨
地
実
習
等
に
力
を
注
い

で
お
り
卒
業
し
て
い
く
学
生
達
は
大

い
に
社
会
の
実
践
的
な
要
求
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
る
特
徴
を
備
え
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
創
設
十
年
を
迎
え
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
向
け
葛
飾
区
と
の

管
理
栄
養
学
科

役
立
つ
管
理
栄
養
士
を
目
指
し
て

管
理
栄
養
学
科
長
　
田
所
　
忠
弘

包
括
連
携
協

定
の
一
つ
、

か
つ
し
か
の

元
気
食
堂
の

実
践
的
展
開

や
秋
田
県
の

稲
庭
う
ど
ん

協
会
と
の
共

同
研
究
に
も
漆
器
利
用
に
向
け
た
新

た
な
展
開
が
始
ま
っ
て
お
り
、
学
生
達

の
創
造
性
や
そ
の
能
力
開
発
に
も
大

い
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
就
職
範
囲
も
年
々
拡
大
し

学
生
が
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
歩
む

選
択
肢
を
一
つ
で
も
多
く
提
供
で
き

る
よ
う
大
学
と
連
携
の
も
と
学
生
指

導
に
さ
ら
に
邁
進
、尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

開
学
し
て
十
年
に
な
り
ま
す
。
当

初
は
体
制
の
充
実
に
力
を
結
集
し
ま

し
た
が
、
現
在
は
学
生
数
が
増
え
、

学
科
の
形
が
出
来
上
が
り
実
を
結
び

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

研
究
の
態
勢
も
整
い
、
質
的
向
上

の
段
階
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

研
究
の
拡
大
や
内
容
の
重
要
性
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
に
は
学
生
の
研
究
へ
の
参
加
が
必

須
で
す
。
学
生
の
若
き
体
力
と
好
奇

心
か
ら
湧
き
出
る
気
力
と
奇
想
天
外

の
発
想
力
が
す
ば
ら
し
い
研
究
成
果

を
生
み
出
し
ま
す
。

　

企
業
や
公
共
団
体
と
連
携
し
た
受

託
研
究
と
共
同
研
究
に
は
学
生
た
ち

の
関
心
を
引
く
も
の
が
多
く
、
生
き

た
テ
ー
マ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
地
域
共
創
な
ど
の
考
え

か
ら
こ
れ
ら
の
研
究
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
友
人
た
ち
が
取
組
む
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
の
研
究
を
身
近
で
見
る

こ
と
は
周
り
の
学
生
を
刺
激
し
、
彼

ら
の
視
野
を
広
げ
、
豊
か
な
考
え
方

を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
こ
う
し
て
知
識
と
技

術
を
身
に
付
け
た
学
生
は
必
ず
や
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
一

方
、
大
学
に
と
っ
て
は
研
究
費
の
確

保
が
魅
力
と
い
え
ま
す
。
学
内
の
研

究
費
予
算
不
足
を
学
外
資
金
で
補
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
研
究
の
進
展
も

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
と
な
り
、
学
生
へ
の

教
育
効
果
も
飛
躍
的
に
ア
ッ
プ
す
る

と
考
え
ま

す
。
皆
様
か

ら
受
託
研
究

の
ご
紹
介
な

ど
を
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い

に
存
じ
ま

す
。

食
品
学
科

受
託
研
究
の
積
極
的
導
入

食
品
学
科
長
　
丸
井
　
正
樹 かつしかフードフェスタ

塙町受託研究講習会
　

三
年
次
生
の
就
職
活
動
が
解
禁
と

な
る
三
月
を
間
近
に
控
え
た
二
月
に

学
内
業
界
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
が

開
催
す
る
就
職
支
援
事
業
で
は
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
、
例
年
参
加
企
業
様

か
ら
多
数
の
内
定
を
頂
い
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
二
月
十
日
・
十
三
日
に
管

理
栄
養
士
職
採
用
企
業
か
ら
計
十
六

社
、
二
十
日
・
二
十
三
日
に
は
食
品

関
係
企
業
か
ら
計
二
十
社
の
延
べ

三
十
六
社
の
人
事
担
当
者
が
来
校
さ

れ
、
業
界
や
各
企
業
に
つ
い
て
の
説

明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
学
生
は
多
く
の
ブ
ー
ス
を
訪

れ
、
活
発
に
質
問
を
す
る
な
ど
様
々

な
情
報
を

収
集
し
て

い
ま
し

た
。
就
職

希
望
者
は

今
後
も
積

極
的
に
就

職
活
動
を

行
っ
て
下

さ
い
。 学

生
支
援
セ
ン
タ
ー

「
学
内
業
界
説
明
会
」を
実
施

三
十
六
社
が
参
加学内業界説明会

●�

聖
栄
葛
飾
祭
（
大
学
祭
）

　

十
一
月
八
日
（
土
）・
九
日
（
日
）

に
『
聖
栄
葛
飾
祭
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
「
一
食
入
魂
～

T
rue love for foods

～
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
葛
飾
区
の
後
援
、
農
林
水

産
省
関
東
農
政
局
東
京
地
域
セ
ン

タ
ー
の
協
賛
を
受
け
ま
し
た
。

　

栄
養
と
食
品
に
関
す
る
多
数
の
企

画
を
実
施
し
、（
一
社
）
全
国
栄
養

士
養
成
施
設
協
会
後
援
「
サ
ン
デ
ー

ク
ッ
キ
ン
グ
」
で
は
地
域
の
小
学
生

を
対
象
と
し
た
料
理
教
室
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、（
公
社
）
日
本
フ
ー
ド

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会
共
催
「
ワ
ン

ダ
ー
ワ
ー
ル
ド
・
葛
飾
の
食
探
求
展
」

で
は
葛
飾
の
特
産
品
を
使
用
し
た
新
し

い
加
工
食
品
や

料
理
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
ポ
ス

タ
ー
・
サ
ン
プ

ル
展
示
等
を
行

い
ま
し
た
。

ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
㈱
よ
り
表
彰

　
『
聖
栄
葛
飾
祭
』
に
て
、ブ
ル
ド
ッ

ク
ソ
ー
ス
株
式
会
社
の
「
模
擬
店
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
二
団
体
が

応
募
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
た
こ

焼
き
）・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会
（
焼

き
そ
ば
）
が
入
賞
し
ま
し
た
。

学
友
会
活
動
報
告

サンデークッキング
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入学式
（H26.4.1）

体育祭
（Ｈ26.5.30）

防火・防災訓練
（Ｈ26.10.8）

４年次生による就職活動体験講話
（Ｈ26.12.10）

管理栄養学科４年次生　臨地実習報告会
（Ｈ26.6.28）

柴又宵祭り
（Ｈ26.9.13）

３年次生グループディスカッション講座
（Ｈ26.12.18）

新小岩天祖神社例大祭と夏の夜店祭り
（Ｈ26.8.23～8.24）

学内業界説明会
（Ｈ26.11.25～11.26）

地域との意見交換会
（Ｈ26.12.1） 普通救命講習

（Ｈ26.12.9）

聖栄葛飾祭
（Ｈ26.11.8～11.9）

食品学科４年次生　卒業論文発表会
（H27.2.7）

学友会総会・部・同好会説明会
（H26.4.11） 奨学金授与式

（Ｈ26.5.27）

平成26年度　東京聖栄大学フォトグラフィー



福
澤
美
喜
男
理
事
長

葛
飾
区
自
治
功
労
者

特
別
表
彰
受
賞
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し
い
見
方
が
出
来
、
人
間
と
し
て
の

幅
が
出
来
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
大
学
の
ご
発
展
と
教
職

員
及
び
後
援
会
の
皆
様
の
ご
健
勝
を

祈
念
す
る
と
共
に
、
卒
業
生
の
皆
様

の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

後
援
会
副
会
長
挨
拶

後
援
会
副
会
長　

平
川　

真
弓

　

春
暖
の
候
、
後
援
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
の
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
人
に
な
る
皆
様
に
お
伝
え
し

た
い
事
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
皆
様
が
社
会
人
に

な
っ
て
様
々
な
世
界
で
仕
事
を
さ
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
仕
事
は

ど
れ
を
と
っ
て
も
社
会
に
大
切
な
意

味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

が
社
会
や
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
仕

事
で
あ
る
事
を
誇
り
に
思
い
、
自
信

と
責
任
を
持
っ
て
楽
し
く
仕
事
を
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
最
低
三
年
は
我
慢
し

て
働
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
入

社
し
て
色
々
な
指
示
を
頂
き
、
そ
の

中
に
は
矛
盾
を
感
じ
た
り
、
不
満
を

覚
え
た
り
す
る
事
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
人
間
関
係
な
ど
問
題
が
生

じ
る
事
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
三
年
我

慢
す
る
事
で
社
長
や
上
司
の
言
っ
て

い
る
事
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

後
輩
が
で
き
立
場
が
変
わ
る
事
で
新

４月１日（水）	 学年開始
４月１日（水）	 入学式
３月30日（月）～４月４日（土）
	 ガイダンス等
４月６日（月）	 前期授業開始
５月31日（日）	学園創立記念日
７月29日（水）	 前期授業終了
７月30日（木）	 定期試験開始
８月６日（木）	 夏期休暇開始
９月23日（水）
	 夏期休暇終了・前期終了
９月24日（木）
	 後期開始・後期授業開始
11月５日（木）・６日（金）
	 大学祭準備
11月７日（土）・８日（日）
	 聖栄葛飾祭
11月９日（月）
	 大学祭後片付（休講）
11月10日（火）	 代日休校
12月22日（火）	 授業終了
12月24日（木）	冬期休暇開始
１月４日（月）	 冬期休暇終了
１月５日（火）	 授業再開
２月１日（月）	 後期授業終了
２月２日（火）	 定期試験開始
３月15日（火）	 卒業式
３月31日（木）	 学年終了

平成27年度

学　年　暦

平
成
二
十
七
年
度

後
援
会
総
会
開
催
に
つ
い
て

一
．
日　

時

　
　

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
（
水
）

　
　

午
前
十
一
時
頃

　
　
（
入
学
式
に
引
続
き
）

二
．
場　

所

　
　

わ
た
な
べ
記
念
館
（
講
堂
）

一
時
間
程
の
お
時
間
で
す
。
ご
出
席

戴
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　 ４年次生の主な就職予定先

【就職】
＜管理栄養士・栄養士職＞
（公務員）　練馬区 栄養士
（福祉施設）　（社福）市川朝日会　市川あさひ荘、
（社福）市川会　ホワイト市川、（社福）照陽会　
みんなと暮らす町、（社福）天寿園会　椿、（社福）
豊延会　イシノ療護園
（保育園）　青梅ゆりかご保育園、かみこまつ保
育園、どんぐり保育園、のぞみ保育園、保育園
リエッタ
（給食会社）　一冨士フードサービス㈱、イフス
コヘルスケア㈱、エームサービス㈱、㈱関東サ
ンガ、㈱グリーンハウス、㈱クリエイトエス・
ディー、シダックス㈱、西洋フード・コンパスグ
ループ㈱、㈱東洋食品、㈱ニチダン、㈱日京クリ
エイト、㈱ニッコクトラスト、日清医療食品㈱、
日本給食サービス㈱、葉隠勇進㈱、長谷川フード
サービス㈱、富士産業㈱、ベストフードサービス㈱、
㈱ベネミール、㈱メフォス、㈱レパスト、㈱LEOC
（薬局・その他）　㈱美高商事
＜一般企業＞
アークランドサービス㈱、㈱青木商店、㈱イー
スト、イニシオフーズ㈱、㈱イワイ、ウェルシ
ア関東㈱、宇都宮農業協同組合、㈱オオゼキ、
㈱大戸屋、かいせき・しつらえ井中居、㈱木曽路、
㈱九州屋、山和食品㈱、㈱ジー・テイスト、㈱ジェ
イプロジェクト、㈱ジャパンビバレッジホール
ディングス、㈲春華堂、㈱叙々苑、㈱スポット、
㈱ソラスト、タイヘイ㈱、高瀬物産㈱、㈱拓人、
㈱つぼ八、東京千住青果㈱、㈱トーエイビジコ
ム、㈱トレジャー・ファクトリー、㈱ドンク、日
東ベスト㈱、日本カルミック㈱、㈱人形町今半、
㈱ビッグボーイジャパン、㈱ブーランジェリー
エリックカイザージャポン、フォーデイズ㈱、
㈲富士見堂、㈱ブロンコビリー、㈱ホテルグラ
ンドパレス、㈱マミーマート、㈱マルエツ、㈱
マルハン、㈱美濃吉食品、明治屋産業㈱、㈱目
黒雅叙園、メディカル・ケア・サービス㈱、㈱
らいふ、㈱ラムラ、㈱ロッテリア
＜学校＞

（学）華学園　華学園栄養専門学校（助手）

　

平
成
二
十
六
年
度
卒
業
生
の
就
職

内
定
状
況
は
、
二
月
末
日
現
在
で

八
七
・
六
％
（
昨
年
同
日
比
プ
ラ
ス

四
・
四
ポ
イ
ン
ト
）
で
あ
り
、
昨
年

度
よ
り
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
科
別
で
は
、
管
理
栄
養
学
科
は

管
理
栄
養
士
職
を
中
心
に
九
二・一
％

（
昨
年
同
日
比
プ
ラ
ス
四・
六
ポ
イ
ン

ト
）、
食
品
学
科
は
食
品
企
業
の
研

究
・
技
術
・
製
造
職
や
調
理
職
を
中

心
に
八
一・九
％
（
昨
年
同
日
比
プ
ラ

ス
七・五
ポ
イ
ン
ト
）と
な
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
昨
年
に
比
べ
大
幅
に
改
善

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
職

　

十
月
二
十
三
日
、
福
澤
美
喜
男
理

事
長
が
葛
飾
区
自
治
功
労
者
特
別
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長

年
に
わ
た
り
区
民
生
活
の
向
上
や
自

治
行
政
に
寄
与
す
る
な
ど
、
葛
飾
区

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
、
特
に

功
績
が
顕
著
で
他
の
模
範
と
な
る
個

人
が
表
彰
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

福
澤
理
事
長
は
、
聖
徳
栄
養
短
期

大
学
を
経
て
東
京
聖
栄
大
学
へ
と
発

展
し
た
学
園
の
中
心
的
存
在
と
し
て

教
育
環
境
の
充
実
と
地
域
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
開
学
以
降

は
、
地
域
貢
献
活
動
を
推
進
し
、
平

成
二
十
五
年
に
は
葛
飾
区
と
の
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
回

の
表
彰
は
、
地
域
社
会
へ
貢
献
す
る

大
学
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
さ
れ
た

功
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

進
路
状
況

未
内
定
者
へ
の
就
職
支
援
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。
未
内
定
者
は
諦
め
ず

に
就
職
活
動
を
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
三
年
次
生
か
ら
就
職
活

動
開
始
時
期
が
三
月
に
変
更
と
な

り
、
こ
れ
か
ら
本
格
化
し
て
い
き
ま

す
。
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
学
生

の
希
望
進
路
実
現
に
向
け
て
関
係
教

職
員
と
連
携
し
就
職
支
援
を
し
て
い

き
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


